










研究目的 

すでに、わが国において実施されている先天代謝異常スクリーニングについて、先天代謝

異常症の早期発見と治療体制は次第に充実されつつあるが、現在実施されている疾病につ

いてその危険率と利益率を考慮する必要があるものと考えられるので、広く諸外国の先天

代謝異常スクリーニングの実態調査を行い、あらためてわが国の検査対象、方法、体制な

どについて検討を加えることとした。 


